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　2017年 11月 29日（水）・30日（木）の 2日間にわたり、早
稲田大学国際会議場において、15か国・220名の参加者を招き、
OCLCのアジア・パシフィック地域（以下、APRC）会議が開催
された。OCLCは 1967年に設立されたアメリカ合衆国のNPOで、
世界 170か国／地域の 72,000以上の大学や研究機関が参加する
非営利・メンバー制のライブラリーサービス機関である。このう
ち、APRCは OCLCを構成する 3つの地域（アメリカ地区、ヨー
ロッパ・中東・アフリカ地区、APRC）のうちの１つとして 23か
国 /1,700余の図書館から構成されており、日本はオーストラリア、
ニュージーランドに続き 170余の図書館がメンバーとなっている。
　2017APRC会議の東京開催においては、OCLCの日本総代理店
である（株）紀伊國屋書店と、深澤良彰図書館長がOCLCグローバ
ル評議会評議員およびアジア太平洋地区評議会評議員に就任して
いる早稲田大学図書館が協働し、運営にあたることとなった。特
に早稲田大学図書館にとっては、図書館職員が各国の図書館の代
表者と様々な形で交流を行い、多くの知見を得る、非常に有意義
な機会となった。以下、2017APRC会議の内容を具体的に報告する。
1．2017 APRC会議のテーマ
　Hello, I’m the Smarter Library.－現在、私たちの生活は、AI
やビッグデータ等の活用により非常に速い速度で「スマート化」
が進んでいる。このような社会情勢のなかで、図書館が抱える課
題－① ITCを含む利用者へのサービス提供、②コレクション構築、
③運営マネジメントなどに対して、われわれはどのようなスマー
ト化が可能なのかを探究することが、2017APRC会議のメイン
テーマであった。このテーマに即し 5つの全体セッションと 4つ
の分科会セッションが行われたが、それぞれに参加してどのよう
な発見があったのか、図書館職員の声を紹介したい。
全体セッション 1第 1部：What we seek from the “Library of 
Tomorrow”（講演者：伊東豊雄氏、建築家、伊東豊雄建築設計事務所）
◆伊東氏が考える Smarter Libraryのキーワードとして Intelligent、
Attractive、Comfortable、Reliableが挙げられた。なかでも伊藤氏
は Comfortableを重視し、建築物を自然に対して閉じるのではなく
開きながら、快適な空間をどう作るかを考えているという。特に印
象に残ったのは、図書館は、本があることを媒介にして人が集まる
場所、ホールや美術館と異なり特別なイベントがなくても毎日来ら
れる場所、特に話しに来たわけでなくても、なんとなく近い距離に
多様な人が混在していて、お互いの存在を感じられることが重要と
いう言葉である。本学図書館でもラーニング・コモンズ整備計画を
進めているが、今回の講演をヒントに、学生や研究者など、さまざ
まな人が、資料を媒介として自然に集まり、交流が生まれる快適な
空間を実現していきたい。（利用者支援課長　湯川亜矢）
◆これからの図書館は資料を提供するだけではなく、人々のコ
ミュニケーションの「場」という新たな目的が付与されて様々な
形に変容していく可能性を秘めている、ということを再認識した、
とても魅力的な講演であった。（資料管理課　山本由枝）
全体セッション１第 2部：Reading, e-reading and more：how 
can we enhance the user experience? （講演者：川上智子教授、
早稲田大学経営管理研究科）
◆ ebookがなぜ日本に定着しないかということが分析されてお
り、収書担当として心惹かれる講演であった。また、「専業主婦だっ
た私が図書館で 1冊の本と出会ったことで人生が変わった」とい
うエピソードは、図書館はその人の人生を転換させる・分岐点と
なる出会いを生み出すことができる、無限の可能性を秘めた存在
なのだな、と再認識し、この経験をお話しいただいたことはわれ
われ図書館職員への激励と受け取った。（資料管理課　阪下清香）
◆オンラインとオフラインの行き来、リアルとバーチャルが組み
合わさっている社会・こういった時代で、図書館職員がどういう
サービスが提供できるのか、常に意識していく必要があるのだな
と痛感した講演であった。（資料管理課　高橋由里子）
2017OCLC アジア ・ パシフィック地域 （APRC） 会議開催報告
小西　麻知子 （図書館総務課）
＜参加者全員の集合写真＞
ふみくら  No.93
3
全体セッション３第２部：Scaling the Impact of Libraries Through 
Learning Networks（講演者：Sharon Streams, OCLC, Director, 
WebJunction Jacinta Sutton, Project Offi cer Q ANZAC 100, State 
Library of Queensland）
　学生たちが調査の糸口としてインターネットやウィキペディア
を頻繁に利用しているという事実を踏まえ、今や図書館はウィキ
ペディアと協同しなければならないのではないか、という視点か
ら、OCLCがウィキペディアの学習ネットワーク化を促進するプ
ロジェクトを推進しているという講演であった。不特定多数の人
が情報を書き換えることが可能なサイトが、精度の高い信頼のお
ける情報提供の場となりうるのかを考えさせられる、非常に興味
深い報告であった。（資料管理課　竹澤紀子）
全体セッション 5：Continuous Innovation （講演者：喜連川　優、
国立情報学研究所所長）
　図書館向けサービスだけでなく、現在 NII（国立情報学研究所）
で進めている各種サービス、いわゆるデータサイエンス、研究デー
タのアーカイブなどの実例（例えば各種気象データの活用により
自然災害の予見や被害の低減が出来ないかなど）が紹介された。
日々膨大なデータが蓄積されているこの時代において、図書館職
員はその潜在的な能力で大いに貢献できるはずだという熱いエー
ルが印象的であり、大きな期待が寄せられていると感じた。（情
報管理課長　鈴木　努）
2．早稲田大学図書館のサポート体制
（1）全体的な運営サポート
　昨年度に実施した『中央図書館開館 25周年記念講演会・シン
ポジウム』の経験を活かし、早稲田大学図書館（以下、図書館）
内で箇所横断的に協力者を募り、マイク係や案内・誘導係、ＩＴ
サービスとの調整係などを担当した。
（2）展示会の開催
　資料管理課の全面協力のもと、2つの特別展示を行った。
① 2017APRC会議開催記念展示（中央図書館 2階展示室）
　早稲田大学やアジア地域になじみ深い資料を選択し、会議参加
者が自由見学できるよう記念展示を行った。なかでも、「敦盛絵巻」
は資料を展示するだけではなく、中央図書館開館 25周年記念事
業の一環として制作したローリー副館長のナレーション付き VR
映像を放映し、図書館が行った新しい試みを体験してもらえるよ
う工夫を凝らした。
②特別展示（中央図書館 4階レクチャールーム）
　後述する見学ツアー参加者の特典として、源氏物語に関連する特
別資料数点を特別展示した。源氏物語の世界がもつ多彩な美しさは
もちろんのこと、保存状態の良さにたくさんの賞賛の声が寄せられ、
資料の保存方法について専門的な質疑応答が行われていた。
（3）中央図書館見学ツアー（事前登録制）
　会議全体の終了後、図書館職員 5名をガイドとする見学ツアー
を実施した。見学者はゾーニング、資料の配架や貸出・返却方法、
スタンプラリーなどの様々な企画・展示物、電動書架などを熱心
に見学していた。
（4）学生の会の参加
　29日（水）に開催されたレセプションでは、参加者に日本の伝
統文化に触れてもらうこと、早稲田大学の学生を紹介することを
目的として、「学生の会」から茶道研究会と竹友会に出演を依頼
した。茶席では亭主の所作の美しさや日本の秋をテーマにした和
菓子が、楽器演奏では古典楽器の材質や形状、海外の参加者にとっ
ては物珍しい音色が大きな関心を集めており、大好評であった。
3．評価
　2017APRC会議は、①箇所横断的に国際会議の運営や展示会・
見学ツアーなど図書館ならではのサービスを展開し、経験を積む
ことができたこと、②慶應義塾大学との図書館システム共同利用
の開始という大きなプロジェクトを完成させるために図書館職員
が一体となっているこの時期に、「図書館サービスの更なるスマー
ト化」をテーマとした国際会議に参加し、各国の代表と情報交換
ができたこと、この 2点から非常に有意義な機会となった。
　最後に、OCLC本部との調整にご尽力いただいた（株）紀伊國
屋書店 OCLCセンターの皆様、2017APRC会議の運営スタッフ
に手を挙げてくださった図書館職員の皆様に、心からお礼申し上
げたい。 以上
＜展示品一覧＞
・相馬御風「早稲田大学校歌」　・伯爵大隈重信閣下御寿像　
・市島春城先生坐像　・東海道名所図会　・江戸長崎道中図絵
・大隈候大徳頌　・「道徳文章」　・「剛健篤実輝光」　
・第五才子書施耐庵水滸伝　・清国漂流図　・水滸百八人像臨本
・南総里見八犬伝　・敦盛絵巻
竹友会。箏の奏者の白神さん
は、中央図書館雑誌カウンター
のスタッフとしても活躍中。
レセプションにはWaseda Bearも
駆けつけた。
